
2021年 5月 13日 

総務部総務企画課 

 

★陽性者、濃厚接触者の行動記録票の作成ポイント★ 
 

 本学構成員が陽性者になった場合、濃厚接触者または PCR検査対象となった場合には、各

学部・研究科等の担当者は、至急関係各所（保健管理センター及び総務企画課、学生・教員

の場合は学務部、教員・職員の場合は人事課にも）へ一報を入れるとともに、陽性者、濃厚

接触者または PCR検査対象者の「行動記録票」を提出させてください。 

 陽性者、濃厚接触者または PCR検査対象者の体調が悪く、本人が作成できないとき、「行

動記録票」に詳細な記録がないときは、各学部・研究科等の担当者が、本人に対し聞き取り

を行い作成または追記してください。 

 

行動記録票の作成 

 

１．【重要】学内構成員との接触状況 

   すべてを詳細に記載するというより、行動記録票提出の 2週間前から（または陽性者

と接触のあった時以降）の本学構成員との接触がどういう状況であったのかを詳細に

記載してください。重要なのは、メンバー（所属とフルネーム）、時間、状況（マスク

の有無等）です。単に〇〇の授業とか、食事、ではなく、下記を参考に記載してくださ

い。 

 

（1）授業について 

・授業名、担当教員 

・講義形式、グループワークで話し合いをした（誰と）等 

・大教室で大人数、研究室で 2～3人 等 

 

 （2）食事について 

・食べる時だけマスクを外した 

・隣に座りマスクなしで近い距離で話をしながら食事をした 

・誰と 

・所要時間 等 

 

 （3）その他（アルバイト、打合せ、ジム等）について 

・いつ 

・どこで 

・誰と 

・どんな内容 

・感染対策の状況 等 

 

２．陽性・濃厚接触が発覚した時の状況 

（1）保健所からの連絡 

  ・どこの保健所から（弘前保健所、青森保健所等） 

  ・保健所からの指示内容 

 

 （2）本人に症状があり自ら病院受診 

  ・いつから、どんな症状 

  ・どこの病院 

  ・病院からの指示内容等 

  ・思い当たる行動等 

 

（3）陽性者または濃厚接触者からの連絡 

・陽性者または濃厚接触者との関係 

・接触状況（いつ、どこで、どんな風に（食事等）） 

・陽性者または濃厚接触者の症状及び症状が出た日 

 



（4）その他 

上記に準じた情報を記載すること 

 

３．現在の症状 

  発熱、咽頭痛などの症状がある場合 

・いつから 

・どんな症状 

・病院受診の有無等 

 

４．国内特定地域への移動の有無 

  過去 1か月以内に移動がある場合 

   ・期間 

   ・移動先 

 

５．学生の場合は上記１～４に加えて別途確認すること 

（1）サークル・課外活動の状況 

   活動がある場合 

   ・サークル等名 

   ・活動の頻度（いつ、どこで） 

   ・活動の内容 

   ・消毒、換気の状況 

   ・活動日ごとの参加名簿の提出 

 

 （2）住居形態（寮、アパート、自宅、その他） 

   ①寮の場合 

    ・同室学生の有無（同室者がいる場合には、所属と氏名） 

    ・寮内での接触状況（マスク着用、大声での会話等） 

   

 ②同居人がいる場合 

    ・同居人の症状等 

    ・同居人の職場等の感染情報 

 



行  動  記  録  票 
 

 

学籍番号：  氏名：                               サークル活動： 有 （サークル名：  ） ・ 無        住居形態： 寮 （ 北溟寮 ・ 朋寮 ・ 北鷹寮 ／ 同室 有 ・ 無 ）  ・  アパート  ・  自宅  ・  その他（    ） 

                                                     過去１ヶ月以内の国内特定地域への往来： 有  （期間：   ／場所：    ） ・ 無 

所属（学部学科等）：                                     
  

 月    日 （ ） 月    日 （ ） 月    日 （ ） 月    日 （ ） 月    日 （ ） 月    日 （ ） 月    日 （ ） 

健 

康 

観 

察 

 
検 温 

咳・息苦しさ
全身倦怠感
筋肉痛 

 
検 温 

咳・息苦しさ
全身倦怠感
筋肉痛 

 
検 温 

咳・息苦しさ
全身倦怠感
筋肉痛 

 
検 温 

咳・息苦しさ
全身倦怠感
筋肉痛 

 
検  温 

咳・息苦しさ
全身倦怠感
筋肉痛 

 
検  温 

咳・息苦しさ
全身倦怠感
筋肉痛 

 
検  温 

咳・息苦しさ
全身倦怠感
筋肉痛 

朝： 度 有 ・ 無 朝 ： 度  有 ・ 無 朝 ： 度 有 ・ 無 朝 ： 度 有 ・ 無 朝 ： ３６．８度  有 ・ 無 朝 ： ３７．３度 有 ・ 無 朝 ： ３７．４度 有 ・ 無 

夜： 度 有 ・ 無 夜 ： 度  有 ・ 無 夜 ： 度 有 ・ 無 夜 ：  ３６．４度 有 ・ 無 夜 ： ３７．０度  有 ・ 無 夜 ： ３７．０度 有 ・ 無 夜 ： ３６．８度 有 ・ 無 

気になる症状 
体温は測っていないが気に
なる症状なし 

気になる症状 
体温は測っていないが気に
なる症状なし 

気になる症状 
体温は測っていないが気に
なる症状なし 

気になる症状 
夕方頃から少し喉に違和感
あり 

気になる症状 
夕方から喉の痛みが増す 
全体にだるい感じ 

気になる症状 
喉痛、だるさは同じ感じ 
午後から寒気も 

気になる症状 
喉痛、声のかれ胸の違和感
あり。悪寒が増す 

行 

動 

記 

録 

午前買い物、一人 

 

アパートに△△学部〇〇

〇〇（フルネーム）君、×

×××君・・・5人が来て、

昼から家で飲みながら昼

食 

 

夜まで部屋でゲーム、マ

スクなし、22時頃解散 

 

 

 

アパートに来た〇〇〇〇

君は××に帰省していて

前日に戻ってきたとの話

しだった 

 

 

 

 

 

 

２コマ授業・〇〇学 

〇〇〇〇教授（担当教員

名） 

講義形式、15分のグルー

プワークあり 

 

昼食、〇〇学部〇〇〇

〇、××××君と、学食、

食事中はマスクなし、あ

まり話しせず 

 

14時・〇〇研究室、実験

実習、〇〇〇〇、

××××君、マスクあり、

会話少ない 

 

夕食、〇〇〇〇、×××

×、・・・と4人で、飲みな

がら、会話結構あり、マス

クなし、2時間くらい 

 

22時からバイト、〇〇に

て、〇〇学部〇〇〇〇君

と2時間程度一緒、特に

会話せず、マスクあり 

１コマ授業・〇〇学 

〇〇〇教授講義形式 

 

 

２コマ実習・〇〇 

〇〇〇〇教授 

 

 

昼食、××屋、〇〇、×

×と、あまり話しせず 

 

〇〇サークル、練習中は

マスクなし、参加者約20

名、うち5名ほどとは近い

関係 

※ 参加者は別紙のとお

り 

 

 

 

夕食、一人、〇〇屋 

 

午前、自宅 

 

その後一人で買い物、〇

〇、マスクあり 

 

昼食、一人、〇〇屋 

 

14時研究室、4人（〇〇〇

〇、××××、▲▲・・・）

で、マスク着用、普通の

会話程度 

 

夕食、上記の4人 

 

夜、〇〇が泊まりに来る 

 

〇〇と二人で部屋で飲む 

 

朝方、〇〇が帰宅 

 

体調が良くないので夕方

まで自宅で一人 

 

夜に先生に電話し、相談 

午前、〇〇内科に行き、

ＰＣＲ検査 

××が車で送迎、車内で

はマスク着用、会話あま

りせず 

 

病院から結果が出るまで

自宅待機の指示あり 

 

その他の外出なし、人と

の接触なし 

一日自宅で一人 

 

ＰＣＲ検査で陽性の連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★氏名はできるだけフル

ネームで記載する。 

★所属（学部、研究科等）

も記載する。 

 
・万が一新型コロナウイルス感染者または濃厚接触者と判断された場合に，この行動記録票をもとに感染経路を調べたり濃厚接触者を把握することができますので，各自で保管管理してください。 

・国内特定地域に移動する場合には，「国内特定地域移動届」を各学部教務(学務)担当へ事前に届け出る必要があります。 

・この票は，「経過観察日誌」（弘前大学ホームページ「体調変化と登校・出勤の基準」https://www.hirosaki-u.ac.jp/46721.html#22）の項目も記載できます。 

１．一日２回（朝・晩）検温し，検温結果及びその際の症状を記載願います。  
２．経過観察期間中に厚生労働省が指定する保健所に相談する症状に該当した場合は，最寄りの保健所に連絡してください。  
３．登校・出勤禁止に該当した場合は，解除にあたり，以下の時点までの内容を記載した経過観察日誌を保健管理センターにその日の午前10時までに以下の提出方法・提出先に提出し，確認を受けてください。   確
認を受け，保健管理センターから連絡があるまでは登校・出勤しないでください。なお，附属病院職員は除きます。  

 

○海外渡航・濃厚接触者・国内特定地域移動者で指定する者：指定の14日目の朝の検温実施時点 
○発熱症状：1日２回（朝・晩）の検温結果で発熱（３７．５℃以上）ではないことが6回継続し，症状が改善傾向となった日の翌日の朝の検温実施時点 
（注）上記の日が土日休日の場合，直後の平日としてください。 

・この用紙は，弘前大学ホームページからダウンロードするか，各学部教務（学務）担当窓口，教養教育担当窓口で受領してください。  

 

記載例 

http://www.hirosaki-u.ac.jp/46721.html#22

	01_【参考】陽性者・濃厚接触者の行動記録票作成について（20210513）
	02_行動記録様式_2（記載例）

